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This project was conducted from 2017 annual as part of a 
basic research for building a human resource training 
program for art students. With research cooperation from 
researcher Ryuichi Yahagi at Universidad Veracruzana 
Instituto de Artes Plasticas, this project examined through 
practice the possibilities of overseas exchange exhibitions and 
their issues by regarding their processes, such as planning, 
producing exhibits, installing, and compiling records, as 
learning opportunities. The project involved exchange 
exhibiting works produced by Kobe Design University 
students and Instituto de Artes Plasticas researchers at both 
gallery, and was held Japan-Mexico related event and activity 
report. The project also compiled a record of all of its processes 
to serve as reference material for educating art students and 









































2017 年 3 月  
交流展承諾書をベラクルス州立大学造形美術研究所か
ら受け取る。  























12 月～2018 年 2 月  
④アンケート調査実施。記録集編集作業開始、画像選
定、構成確定後、執筆。 
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各自が選んだモチーフをもとに紙版画を 1 人 2 点制作
した（図 1～3）。  




図 1）交流展ガイダンス   図 2）市場調査 
  
図 3）ドローイング授業での作品制作 
   






担 当：中山、さくま  
出品者：アート・クラフト学科学生 43 名  
中山、さくま  
会 期：2017 年 9 月 7 日～2017 年 10 月 4 日  
場 所：メキシコベラクルス州立大学造形美術研究所  















のワークショップも行った（図 6～12）。  
   
 図 6）展示作業    図 7）ラジオ出演 
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図 10）木版画ワークショップ  図 11）展覧会フライヤー  
 
図 12）展示風景  
 
3-3. 神戸芸術工科大学 日墨交流展
PREFABRICATED および日墨交流活動の報告会  
題 名：神戸芸術工科大学 日墨交流展 
PREFABRICATED 
会 期：2017 年 11 月 9 日～2017 年 11 月 24 日  
担 当：谷口  
出品者：Ingrid Elizabeth Martínez Buendía  
Miguel Angel Chavira Salas 
場 所：神戸芸術工科大学エスパース KDU ギャラリ
ー  
11 月にメキシコ人アーティスト Ingrid Elizabeth 
Martínez Buendía 氏と Miguel Angel Chavira Salas
氏が来学し、両名の写真作品を中心にした展覧会を開
催した。  
11 月 9 日には、展覧会のオープニングに合わせて、
ギャラリートークと日墨交流活動報告会を行った。当
日は 14：40 から、会場で Ingrid 氏と Miguel 氏によ
るギャラリートークを実施した。両名とも、自己紹介
や作品のコンセプトについてスペイン語で説明した。
通訳は、本学大学院生の Martínez Angeles Yarased 
del Carmen 氏が担当した。大学院生やアート・クラフ
ト学科学生約 30 名が参加し、真剣なまなざしで作品
解説に耳を傾けた（図 13）。  
 











語字幕付き）を放映した（図 14）。  
 


























どについて説明があった（図 16）。  
 
図 15）コラボショール活動報告  
  




題 名：ベラクルス州立大学造形美術研究所 40 周年  
記念特別展  
担 当：中山、さくま  
出品者：ベラクルス州立大学造形美術研究所  
研究員 12 名  
Vinicio Reyes, Yosi Anaya, Roberto 
Rodríguez, Marco Antonio Garcia, Natalia 
Calderón, José Manuel Morelos, Abraham 
Mérndez, Xavier Cózar, Gerardo Vargas, 
Sergio Domínguez Aguilar, Beatriz 
Sánchez, Ryuichi Yahagi    
参加者：アート・クラフト学科学生 40 名  
会 期：2017 年 12 月 14 日～2017 年 12 月 20 日  
場 所：神戸芸術工科大学エスパース KDU ギャラリ
ー  
12 月 14 日から、「メキシコベラクルス州立大学造形
美術研究所 40 周年記念特別展」を本学エスパース









作家の作品に見入っていた（図 18、19）。  
 
図 17）作品額装、展示風景  
 
 
図 18）交流展ポスター、12 月 14 日オープニング  
 















担 当：中山、さくま  
サイズ：A4、26 頁  
発 行：神戸芸術工科大学、2018 年 3 月  
部 数：500 部  









く記述した。記録集は、3 月に完成した（図 21）。  
  
図 20）冊子編集作業    図 21）日墨交流展冊子完成  
 
4．まとめ  
メキシコベラクルス州立大学造形美術研究所と本学
アート・クラフト学科との交流は、2015 年夏に本プロ
ジェクトメンバーである谷口がアートプロジェクトの
実践や調査を行う目的で同研究所に滞在したのを機に
スタートした。  
今回、交流展覧会を軸にしながら、学生たちが作品
制作、発表、展覧会運営、設営、また記録集編集まで
参加することで、彼らが現場のノウハウを身につけ、
自身の手により一連の活動を記録することの意義を考
えるよいきっかけとなった。12 月の展覧会終了後、学
生に交流展を通しての感想・アンケート調査を実施し
た結果、「テーマに沿って作品作りをするなかで、普
段注目することのないところまで深く観察すること
ができ、新たな興味が湧いた。」(1 年女子 )という制作
についての感想や、海外での展示については、「授業
という形でメキシコとかかわることができてうれし
い。」（1 年女子）「海外の人に見られると思うとい
つもとは違う感覚で制作ができ、面白かった。」（1 年
男子）など貴重な体験ができたというのが多数あった。
活動全体の印象としては、「人と人の交流の大事さを
改めて学んだ。」（3 年男子）や、「メキシコ人作家の
作品の幅の広さに感動し、とても良い刺激になった。」
（3 年男子）など、人と交わってはじめて生まれる、
気づきや驚き、また前向きな姿勢が綴られた。このよ
うに、彼らが海外に目を向け芸術を通した国際交流を
実感していくことも確認できた。一方では大学間の連
絡調整や作品輸送、交流や教育を促進する活動など、
工夫するべき課題がたくさんあることが分かった。こ
の活動を通して、双方の教員・研究員同士の交流が深
まり、新たな教育やアート実践の在り方考える機会に
なればという思いとあわせて、海外からの人の往来が
日常化していき、今まで以上にクリエイティブな動き
が活発になることを願う。  
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